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　文化と文明という言葉はよく比較されますが、
文化というのは情緒的満足度、文明は集団生
活の知恵であり技術であるということを先人
から聞いたことがあります。江戸時代は、実
は現在の国の形とほとんど変わらないものが
あります。
　江戸と金沢を結ぶ飛脚便のことを江戸三度
飛脚と申しておりました。出発日を出日といっ
て、９日、１９日、２９日に定められていました。
同じく京三度というものもございました。こ
れは朝廷へのいろんな手続き、儀礼等のやは
り月に三度の飛脚便です。江戸三度は加賀藩
の発行した藩札を表示することで飛脚さんは
関所をフリーパスで通過できる。同じような
流通逓送の組織は尾州藩にもあったという記
録が残っています。
　発端は私の祖先の浅田屋伊兵衛が、加賀藩
の初代藩主、前田利家卿が織田信長の前線で戦っ
ていたとき、兵士の食料、馬の餌、ワラジな
どの消耗品を前線に届けなければならなかっ
たことから始まりました。江戸三度飛脚が開
業許可を加賀藩からいただいたのは、主にコミュ
ニケーションツールとしての書状を江戸藩邸
と地元加賀藩の間で運ぶのが目的でした。金沢、
江戸間は５３０キロございますが、早飛脚で丸２
日、中飛脚で７日、通常の歩きで８日、これ
が３月から９月の夏場の日数です。料金は、
まげもの、紙包み、１００匁につき４３文４分と
いう記録が残っています。書状は５匁まで８文。
それからお金も運ぶ対象になっていて、1両か
ら１５９両までいくら、５００両までいくらと分け
られていました。それから為替。金沢で仕入
れたものを江戸で決済するための為替システ

ムがこの飛脚制度に
よって維持されてい
ました。
　参勤交代では陣屋
と本隊との通信が重
要です。最大時で２
千人近い人間が１７泊
の道のりを旅します。
これにも馬の餌、侍
の３度３度の食事、それから駕籠に１日ゆら
れるお殿様のために軽業師とか芸者衆が付い
て行くわけで、そういった段取りを用意しなきゃ
いけない。そこで私どもの祖先が飛脚を仕立
てて、殿様の到着まであと何時間かかるとか
体調はどうといったようなことを先走りの隊
の責任者のところへ届けて、それではという
ことで地元の医者を用意するとか、そういう
ことがいろいろ想像できるわけです。
　過酷で重責を担う江戸三度飛脚が何をもっ
て働くか、その背骨の部分が名誉でした。加
賀藩の紋どころが押してあると中山道から北
陸道の北国街道の関所はフリーパスで走り抜
けることができた。徳川家からお姫様お輿入
れのときは葵の御紋が付いていて最も栄誉になっ
たということでございます。藩からの課税は
免除という特典が半分、藩の命運を左右する
ような重要な書類のやり取りを担っていたと
いう名誉が半分で、それが三度飛脚を江戸末
期まで続けさせた原因です。
　浅田屋伊兵衛という祖先が加賀藩から名字
帯刀五人扶持を許されて昨年が丁度３５０年。菩
提寺には私ども祖先の記録が全部残っており
ます。ご静聴ありがとうございました。




